
ＤＸによる卸売業務の生産性改善

事業内容 事業効果イメージ

 １．事業目的/概要

 ２．連携ＩＴ企業

３．本事業で見込まれる効果

４．本事業終了後のビジネス展開や今後のＤＸに向けた取組み

（１）事業目的
①人手不足の解消。
②事業の継続・拡大。
③新たなビジネスへのチャレンジ。

（２）事業概要
①ハンディーターミナルシステムのカスタマイズ。
②多品商品ごとの売上管理プログラムのカスタマイズ。

事業者名 ： 株式会社 国際システム

（１）物流業務の効率化による作業時間削減（199時間/年）
（２）売上管理業務の効率化による、請求漏れ削減。
（３）得意先小売店への商品補充サービス向上

総事業費 : １１，６１０，０００円    

 デジタル技術を活用した物流業務改善

～めざす姿～

生産性改善により獲得した時間、資金をもとに新たなビジネスにチャレンジし、変化
の激しい業界における、安定した事業運営を行い、お客様、従業員、地域に貢献で
きる卸問屋になります。

（１）ＤＸ推進体制の継続と強化。
（２）業務効率化によって得られる様々な経営資源（時間、資金、データ等）の有効
活用。
（３）顧客ニーズ対応、社会的ミッションの遂行による売上向上（翌年度0.6%増を
目標）

事業者名：株式会社許田商会（ 所在地：浦添市 / 業種：卸売業 ）
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